
（別紙4（2））

目標達成計画
事業所名グループホームきょうりつ

作成日：平成　　24年　　9月　　24日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む日軌こついて持し合います。

日揮が一つも無かったり・逆に目標をたくさん掲げすぎて課鹿が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【日犠達成計画】

優先
順位
項 目
番号

現状における問琶点、課愚 目標 白樺達成に向けた具体的な取り毯み内容 巨橿達成に
要する期間

l

0 事業所と地域との付き合い。 ・入居者や職 員が地域の行事に参加し、 馳域の保育菌や小学校、中字 生との交流を

10ケ月

地域の方との日常的な交流が限られた方 地域の方にもグループホームの行事に 図る。
のみになっている。 参加して頂くなど互いに行き来できるよ

うな関係を築いていく。
地域の運動会やお祭りに参加する。

2

0 理念の共有と実践 理念をより具体的な内容にし稚員全員が 理念を理解し実践できる矧 ＝解りやすく職員の

3ケ月

理念をせ員一人ひとりが理解し実践できる
様に解りやすい日棟が必要。

共有する。 心得を追加する。

3

0 入浴　　 しむことができる支援 入浴者の希望に添った入浴支　 を行い 入浴を轟しめる工夫（入浴剤の使用など）

3ケ月

利用者の身体機能に応じた入浴に
取り組む。

安全に入浴できる環境を整える。

4 ヶ月

5 ＿ ヶ月

注）項日の補については、自己評価項 目の恥を記入して下さい。項 巳数が足りない場合は、行を挿入してください。


